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【習
字
の
部
】

応
募
対
象
は
小
学
生
。
題

材
は
低
学
年
が

「
み
ず
」
、
高

学
年
が
「
水
道
週
間
」
。
大
き

さ
は
半
紙
と
す
る
。

【図
画
の
部
】

応
募
対
象
は
小
中
学
生
。

題
材
は
水
道
に
関
す
る
も
の

で
標
語
は
入
れ
な
い
。
大
き

さ
は

A
2判
か
ら

B
5
判
程

度
と
す
る
。

【作
文
の
部
】

応
募
対
象
は
小
中
学
生
。

題
材
は
水
道
に
関
す
る
自
由

な
作
文
。
小
学
校
低
学
年
は

8
0
0字
以
上
、
同
高
学
年

は
1
2
0
0
字
以
上
、
中
学

4惨

。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は

「
地
域
の
誇
り
が
人
を

つ
な
ぎ
、
小
さ
な
経
済

を
動
か
す
」
。
本
書
は

人
(
高
齢
者
と
若
者
)
、

食
、
労
働
な
ど
で
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
全

国
各
地
を
取
材
し
、
地

方
を
元
気
に
す
る
活
動

を
紹
介
し
て
い
る
。

「
発
見
」
「
発
信
」

「
共
感
」
「
つ
な
が
り
一

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
坑
衰

の
こ
れ
か
ら
を
考
察
、

地域の誇りと住民の思い
飯田市の取り組みも紹介

著
者
は
食
に
関
す
る
取

り
組
み
を
行
事
つ
地
識
を

訪
れ
て
感
じ
る
こ
〈
と

し
て
、
活
力
が
あ
』
て

そ
の
土
地
で
ま
わ
る
経

済
の
仕
組
み
を
口
く

り
、
内
外
の
人
と
活
発

に
交
流
し
、
地
場
産
物

の
売
上
げ
を
上
げ
て
い

る
所
に
は
共
通
項
が
あ

る
と
い
う
。
経
済
の
低

一
三
妻
美
の
衰
退
を
憂

害
す
る
意
見
に
対
し
、

三
ら
?
〕
っ
か
り
取
り
組

λ
で
き
た
所
に
は
若
者

も
川
・る
'
て

高
齢
者
の

置
く
一
一
書
や
主
き
が
い
も

三
ま
‘れ
、
小
さ
く
て
も

起一還
が
ま
い
て
い
る
と

言
〉
乞
る
ご
一

度
は
ど

ん
三
を
経
験
し
て
い

て
ら
、
だ
c

式
会
一は

3
部
構

ま
=
一斉
l
部
は
今
あ

る
も
の
を
麗
い
て
い

く
川
一形
県
鶴
岡
市
な

ど
を
杷
介。

第
2
部

は
ユ

ニ
ー
ク
な
地
元

を
発
信
す
る
山
口
県

萩
市
芯
か
を
取
り
上

了
た
c

そ
し
て
第
3

5
3
一人
と
人
を
つ

な
ぐ
、
農
村
と
都
市

一一金
幸さ

雪量
塁著

学の
芸つ
出く
版皇
社 Z

を
つ
な
ぐ
」
と
題
し
、

地
産
地
消
や
産
直
、
農

家
連
携
な
ど
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
。
最
誌
、
童
に
ニ

飯
田
市
の
志
り
望
み
が

登
場
す
る
s

↑
一
二
三
の
グ
ソ
'
t

ン

ッ
、
一
ノ
ス
ム

(
妻
家
民

泊、
三
一
一
一
一
不
信
設
)
に
つ

~
ン」
二
一戸、
、
J

一
一矢
、
今

一
一
一
ご
な
ど
で
守
っ
て
い

る
プ
二
グ
ラ
ム
を
取
材

L
Jベ
る
=
改
め
て
、

主
主
に
1
3

」
重
重
な
活

玄
亡
あ
る
こ
と
が
実
感

で
き
る
だ
ろ
う
。。

著
者
。
金
一
入
さ
'
凡
、ζ

食
環
境
、ン
J
l
ナ
ソ
ス

ト
。
全
国
の
農
山
漁
村

を
訪
れ
、
食
に
よ
る
地

域
再
生
の
企
画
等
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い

る
。
本
書
は
2
0
1
2

年
9
月
刊
行
。
飯
伊
の

図
書
館
で
は
市
立
中

央
、
鼎
、
上
郷
、
松

川
、
高
森
に
所
蔵
。

(
協
力

・
飯
田
市
立

中
央
図
書
館
)
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